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(1) Outline of study on tritium production using high-temperature gas-cooled reactor
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	1. 緒言
	将来の電力供給を目的として、国内外で核融合炉の研究開発が進められている。初代の核融合炉には、重水素－トリチウム（DT）燃料の使用が想定される。重水素は、自然界に十分な量が存在するが、トリチウムは放射性核種であり、自然界に充分な利用可能量は存在しない。磁場核融合炉では、トリチウムの燃焼率は高々数％程度と考えられており、炉壁やトリチウム循環系における滞留分を含めると、施設内のインベントリーは増大する。核融合炉で使用するトリチウムは、核融合炉のブランケットにおいて、自前で生産するのが基本的な考え方である...
	2. 高温ガス炉を用いたトリチウム生産
	高温ガス炉は、第４世代原子力システムの有力候補のひとつとして位置づけられている。冷却材としてガスを選択したことにより、発熱密度を低く抑える為の設計が施されており、有効炉心体積が大きくなる反面、燃料近辺に核変換対象物質を装荷できる大きな物理的スペースを提供できる。これに伴い濃縮をおこなわずに天然存在比のまま必要な量の6Liを炉心に装荷できる可能性がある。また、黒鉛・ヘリウムを用いた減速・冷却系は、核的には不要な中性子の吸収が少なく、化学的にはLi化合物及びトリチウムとの相性がよい。高温ガス炉では、可...
	3. 研究の概要
	高温ガス炉のトリチウム生産性能を、まずは炉心物理の観点から、数値解析に基づいて評価した[2]。トリチウム生産に対する高温ガス炉の有効性が示されたが、その性能はLi装荷法に大きく依存することが明確となり、現在、研究の焦点はLi装荷法（トリチウムの封じ込め・回収）の検討と実証に移行している。水素透過実験により評価したAl2O3やPyCに対するトリチウム透過係数[3]を用いて、Li装荷体に対するトリチウム生産・封じ込め性能評価を行い、LiAlO2層の内側中心部に中空孔、外側にAl2O3層を設けた円柱状L...
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